
第３回事業棚卸結果表

【Aグループ】

事業名 概要 論点 結果 意見（提言）

（改）学習会参加者だけではなく、幅広い内容として町内２校での交流を検討すること

（改）参加者を増やす取り組みを検討すること

（廃）参加者少なく、事業役割を終えているのではないか

（廃）広く「人権学習」であるならば、学校教育の中での実施を検討すること

（改）なぜ参加者が少ないのか分析し、参加者、保護者が求めていることを精査するこ
と

（改）協議会に自主性を持たせるような仕組みづくりを検討すること

（改）協議会が町の提案を追認するだけのものではなく、実働部隊になるような仕組み
づくりを検討すること

（改）事業の背景・目的をあらためて見直し、町民に届く周知方法や構成団体への働
きかけについて工夫すること

（拡）防災担当との連携を充実すること

（継）町と自治会のすみわけ、町がどれだけ自治会をバックアップできるか示すこと

（拡）自治会が積極的に単身世帯のサポートができるよう、是非取り組みを広げてい
ただきたい

（改）勤労者の利用が増えるような講座を検討すること

（改）中央公民館での子供向け講座を検討すること

（改）大栄分館について、活動拡充を期待したい

部落解放中学3年生交流参加負担金事
業

改善を行うこと

人権学習会事業 廃止を検討すること

人権教育推進・啓発協議会事業 改善を行うこと

中部の中学3年生の交流参加
負担

教職員の協力により、小・中学
生を対象に人権学習会を実施

北栄町人権教育・啓発推進協
議会に教育・啓発事業を委託

・実績（参加者）が少ない
・参加者以外への事業拡散は

・学校教育として実施できない
か

・協議会の自立性

支え愛ネットワーク構築事業 継続

公民館管理・運営・講座事業 改善を行うこと

社協と連携し、自治会で住民
による見守りや助け合いで要
援護者の生活を支える体制を
構築

青少年対象講座、成人講座、
シニアクラブ、役員研修会、民
芸実習館活用講座の開催

・庁内連携のあり方
・行政と自治会の役割分担

・大栄分館のあり方
・幅広く町民が利用できる講座
のあり方



【Ｂグループ】

事業名 概要 論点 結果 意見（提言）

（改）経営状況の把握、指導、相談等行い、効果ある事業とすること

（改）支援の基準を詳細に定め、内容の審査を実施すること

（廃）初年度のみのチェックは不適切である

（改）事業目的と活動内容にズレを感じる。ブランド推進の戦略を再考すること

（改）ブランド推進の最終ターゲットと戦略が見えない

（広）事務局をどこに置くのかも含め、広域的な取り組みを検討すること

（民）担当課としても町で事務を持つ意義を見出していない。県西部のようにJAでも問
題ないのではないか

（改）目標、効果を数値で示せるよう検討すること

（改）５年計画の目指す姿、各年度の実施計画が見えるようにすること

（継）多くの方に知っていただく周知方法の検討を。また成果のPRをすること

（改）目的に則した成果であることを具体的に示すこと

（改）早期の自立につながるよう補助に併せて指導についても検討すること

（改）最終目標と方向性を明らかにすること

（改）複数の事業の繋がりが利用者に分かりやすく提案できるよう検討すること

（改）定量的分析、戦略的目標について、他部の力を借りての実施を検討すること

経営改善支援活動事業（利子補助事業） 改善を行うこと
農業経営基盤強化資金利子
補助

・成果の把握
・審査は適正か

就農条件整備事業 改善を行うこと

産業振興補助金事業（ブランド推進事
業）

改善を行うこと

農業振興補助金事業（経営所得安定対
策）

広域での実施を検討
すること

農業振興補助金事業（がんばる農家プラ
ン支援事業）

改善を行うこと

主要消費地における、JA生産
部の販売促進活動への補助

北栄町農業再生協議会に対
する補助

意欲ある農業者等が作成した
プランの達成のため、整備等
に係る経費を補助

新規就農者が経営を開始する
際に必要な機械・設備整備へ
の補助

・町としての事業の方向性

・事務局のあり方

・成果の把握及び周知
・事業の方向性

・成果の把握
・事業の方向性
・目的達成へのアプローチ


